
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和３年４月 
 
 

中国地方整備局 

山口河川国道事務所 

 

道路維持管理計画 



  1 

 

目  次 

 

１．管理路線の概要                   ・・・・・  ２ 

２．道路維持管理計画策定の背景と目的          ・・・・・  ５ 

３．これからの道路管理の取り組み（道路維持管理計画）  ・・・・・  ６ 

  道路の安全確保に向けて（維持管理目標）   

① 道路巡回                   ・・・・・  ６ 

② 清掃                     ・・・・・  ７  

③ 除草                     ・・・・・  ８ 

④ 植樹剪定                   ・・・・・  ９ 

⑤ 舗装維持                   ・・・・・ １０ 

⑥ 照明維持                   ・・・・・ １０ 

⑦ 道路設備点検                 ・・・・・・１１ 

⑧ 除雪及び凍結防止剤散布            ・・・・・ １２ 

⑨ 修繕等事業                   ・・・・・ １３ 

 

４．その他  

道路管理方針の周知、広報            ・・・・・ １４ 

 

 

 

 

 

 

 

  



  2 

 

 

 

山口河川国道事務所は、山口県内の道路事業、河川事業を担当しており、道路事業に

おける県内国道の直轄指定区間は、一般国道２号、９号、１８８号、１９０号の全線、

１９１号の一部で計４６５．８㎞（2019.4.1現在）の管理を行っています。 

 

 

▼山口河川国道事務所が直轄管理する路線 

 

①一般国道２号 

一般国道２号は、大阪市から北九州市に至る主要幹線道路であり、当事務所では広島、

山口県境より下関市に至る延長１５６．７㎞を管理しています。     

この路線は県南の人口集中地域を横断するため、都市内、都市間、長距離の交通が重

なり利用度が極めて高く、交通混雑が激しい区間となっています。 

 

 

②一般国道９号 

一般国道９号は、京都市から山陰地方の主要都市を経て山口県小郡で一般国道２号に

合流し、下関市に至る主要幹線道路であり、当事務所では、島根、山口県境より下関市

に至る延長６６．６㎞を管理しています。 

この路線は、国道２号から県庁所在地である山口市において交通混雑が激しい区間と

なっています。 

 

 

③一般国道１８８号 

一般国道１８８号は岩国市から瀬戸内海沿岸を経由して下松市に至る延長７２．４㎞

の路線で、起終点とも一般国道２号に結ばれており、当事務所ではその全区間を管理し

ています。 

この路線は主要な港湾と一般国道２号とを連絡する道路であり、主要な港湾を有する

岩国市、柳井市付近において、都市間交通、都市内交通など様々な利用形態が混在し、

交通需要が極めて高い路線となっています。 

 

④一般国道１９０号 

一般国道１９０号は山口市から宇部市を経由して山陽小野田市に至る延長４３．７㎞

１．管理路線の概要 
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で、起終点とも一般国道２号に結ばれており、当事務所では全区間を管理しています。 

この路線には、工業地帯を有する宇部市内において、都市間交通及び都市内交通によ

り交通混雑の激しい区間となっています。 

 

 

⑤一般国道１９１号 

一般国道１９１号は、下関市から島根県益田市を経由して広島市に至る幹線道路であ

り、当事務所では下関市内、長門市から山口、島根県境に至る延長１２６．４㎞を管理

しています。 

この路線は、異常気象による通行規制区間や、都市内交通による交通渋滞が著しい区

間があります。 

 

 

 

 

路線名 延長 起終点 

出 張 所 名 

岩国 

国道維持

出張所 

防府 

維持班 

山口 

国道維持

出張所 

宇部 

国道維持

出張所 

下関 

国道維持

出張所 

萩 

分室 

2 号 156.7 大竹市南栄～下関市椋野町 37.2 59.6 14.5 28.0 17.5 － 

9 号 66.6 阿武郡阿東町徳佐上～下関市竹崎町 － － 56.8 － 9.8 － 

188 号 
（4.7） 岩国市麻里布町～下松市望町 （4.7） 

22.6 － － － － 
67.6 （ ）は、岩国南バイパス 45.0  

190 号 43.7 山口市江崎～山陽小野田市傍示 － － 6.7 37.0  － － 

191 号 

35.3 下関市竹崎町～下関市豊浦町 － － － － 35.3  － 

（15.0） 長門市西深川～萩市下田万 
－ － － － － 

（15.0） 

76.1 （ ）は、萩・三隅道路 76.1  

計 
（19.7） 

（ ）はダブルウェイ区間：外書き 
（4.7） 

82.2  78.0  65.0  62.6  
（15.0） 

446.1 82.2  76.1  

 

 

 

 

■■  出出張張所所別別管管理理区区間間延延長長  

    

（単位：ｋｍ） 
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区間 距離標 延長 気象等基準値 気象等観測所

① 2 事前 岩国 岩国市岩国～関戸
380.8～
　382.7

1.9 17,400

連続雨量　250mm
又は時間雨量50mmを
超えかつ連続雨量が
120mmを超えると判断
した場合

（テレメータ）
岩国市関戸

落石

② 9 事前 山口 山口市木戸山～宮野
568.1～
　572.1

4.0 9,600 連続雨量　250mm
（テレメータ）
山口市木戸山

落石
土砂崩落

③ 191 事前 萩 長門市三隅上～萩市三見
91.1～
　99.8

8.7 1,000 連続雨量　150mm
（テレメータ）
萩市三隅

落石
土砂崩落

④ 191 事前 萩 萩市三見～山田
99.8～
　101.2

1.4 3,600 連続雨量　250mm
（テレメータ）
萩市三見

落石
土砂崩落

⑤ 191 事前 萩 阿武郡阿武町木与～宇田
120.9～
　123.1

2.2 6,100 連続雨量　200mm
（テレメータ）

阿武郡阿武町大字木与

落石
土砂崩落

⑥ 9 特殊 下関 下関市長府外浦～壇ノ浦
643.0～
　648.0

5.0 24,300 連続雨量　150mm
（テレメータ）
下関市前田

波浪
路面冠水
土砂崩落

⑦ 188 特殊 防府 熊毛郡田布施町別府～光市室積
44.0～
　51.0

7.0 5,300
パトロールを実施し波浪に
よる路面冠水を発見し
たとき

－ 波浪

⑧ 188 特殊 岩国 柳井市神代～柳井市柳井
25.0～
　32.0

7.0 18,200
パトロールを実施し波浪
による路面冠水を発見し
たとき

－ 波浪

⑨ 188 特殊 岩国 岩国市由宇町字有家～神東
18.0～
　24.0

6.0 8,000
パトロールを実施し波浪
による路面冠水を発見し
たとき

－ 波浪

⑩ 188 特殊 岩国 岩国市黒磯町～青木町
9.0～
　10.0

1.0 15,600
パトロールを実施し波浪
による路面冠水を発見し
たとき

－ 波浪

路
線
名

図面
番号

規制区間

危険内容

規制条件（通行止め）交通量
（H27）
台/日

担当
出張所

規
制
内
容

 

 

 

 

191191

190190 188188

２２

９９

191191

２２

191191

190190 188188

２２

９９

191191

２２

高速道路 
一般有料道路等 
直轄国道 
補助国道 
事前通行規制区間 
特殊通行規制区間 
自動車専用道路 

凡  例 

① 

⑤ 

③ 

④ 

⑩ 

⑨ 

⑧ ⑥ 
⑦ 

② 

■■特特殊殊・・事事前前通通行行規規制制箇箇所所  
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山口河川国道事務所管内における維持管理について、維持管理項目毎の対象区間や

作業頻度等を明確にした「道路維持管理計画」を策定、公表し、この計画を基に道路

の維持管理を実施します。 

 

事後においては、維持管理項目ごとに実施した実際の頻度や費用、沿道住民からの

要望等について明確にしつつ、次年度以降の維持管理に反映します。 

  

なお、維持管理計画の見直しにあたっては、客観的なデータに基づき行い、道路利

用者や自治体担当部局からの意見等を反映するなど、適切に実施します。 
 

２．道路維持管理計画策定の目的 

◆◆目的 
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①道路巡回 

 

《道路巡回の目的》 

  １）道路の異常、破損等を発見し、道路構造の保全を図ります。 

  ２）交通に支障を与える道路の障害物および障害発生の危険を発見します。 

  ３）道路の交通状況を把握します。 

  ４）占用工事、請願工事等の実施状況を把握します。 

  ５）道路の不法使用、不法占用に対する指導、取締りをします。 

  ６）緊急を要する異常を発見した場合に、応急措置を実施します。 

▼通常巡回 

平常時における巡回であり、原則としてパトロールカーから視認できる範囲

で、道路の状況、交通の状況、道路利用状況等を把握するため実施します。 

実施頻度 ２日に１回 

 

▼定期巡回 

主として通常巡回を補完する目的で実施するものであり、徒歩等にて道路構

造物等の細部点検を実施します。（自動車専用道路を除く） 

実施頻度  原則として年に１回の頻度で管理区間を１巡します。 
 
▼異常時巡回 

台風、集中豪雨、積雪時の異常気象時や地震発生時に実施する巡回であり、

主として危険が予測される箇所の点検および道路施設の被災状況、通行の可

否等を確認するために実施します。 

実施頻度  異常気象時等に適宜実施します。 

なお、夜間における施設等の点検も適宜実施します。 

 
                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

３．これからの道路管理の取り組み(道路維持管理計画) 

道道路路のの安安全全確確保保にに向向けけてて（（維維持持管管理理目目標標））  
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②清掃 

 

《清掃作業の目的》 

  車道や歩道の安全な通行を確保すると伴に、排水構造物の土砂の堆積等によ

る側溝からの越水による盛土法面崩落等の災害を未然に防止するため、路面及

び排水施設等の清掃を実施します。 

 

▼車道の路面清掃 

路面清掃は、路肩付近に土砂や落葉等が堆積し、自動車の制動距離の延伸及

び二輪車等の事故を防止するために実施します。 

実施頻度   

土砂等の堆積状況を確認の上、年間１回程度実施します。 

▼歩道清掃 

歩行者や自転車の通行の安全を確保するため実施します。 

実施頻度  土砂・落葉等の堆積状況を確認の上、適宜実施します。 

▼排水施設（構造物）清掃 

土砂の堆積等による通水阻害を防止するため、土砂の堆積状況、排水系統、

流末の堆積状況を考慮し、実施します。 

実施頻度  箇所を限定した上で、年に１回を目安として実施します。 

 

なお、交通安全上危険な状況や特別な事情がある場合は、上記の基準によらず、

適切な清掃を実施します。 
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③除草 

 

《除草作業の目的》 

除草は、雑草の繁茂により建築限界内に障害が発生することを防止するとと

もに、通行車両からの視認性を確保するため、以下の繁茂状況を目安として、

除草すべき箇所を抽出した上で、実施します。 

・ 建築限界内の通行の安全確保ができない場合 

・ 運転者から歩行者や交通安全施設等の視認性が確保できない場合 

 道路の構造及び沿線の土地利用の状況、景観への配慮、通行の安全確保のた 

めの対応が必要である等、特別な事情がある場合には、上記にかかわらず、実

施します。 

《具体的に実施する箇所例》 
・ 曲線部で視距を確保する箇所 
・ 交通安全施設の機能を確保する箇所（案内標識等） 
・ 歩道がなく、路肩を二輪車（バイク、自転車）が走行する箇所 
・ 観光地等で美観上の配慮が必要な箇所 

なお、特別な事情がある場合は、上記の基準によらず交通安全上支障をき

たす場合は、安全確保のため、その都度実施します。 
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④植樹剪定 

《植樹剪定の目的》 

植樹帯及び中央分離帯の植栽を適切に管理することにより、繁茂による建築

限界の阻害を防止し、道路利用者からの視距を確保や沿道環境の向上を目的と

します。 

なお、樹種等に応じて植栽剪定の時期及び頻度に配慮します。 

 

実施頻度   

高木、中低木：箇所を限定して３年に１回程度 

       ただし、生長が早い樹種にあっては建築限界内の障害の発生

防止や視認性の確保のため、２年又は１年に１回程度としま

す。 

  寄植    ：箇所を限定して１年に１回程度 

  

▼ 事務所の施設量 

植樹管理（高木） 約  ６，０００本 

植樹管理（低木） 約 １３，２００本 

植樹管理（寄植） 約     ５９千 m2 

 

なお、交通安全上支障をきたす場合や特別な事情がある場合は、上記の基準によ

らず、適切な頻度で剪定を実施します。 

 

また、植樹（高木）については必要に応じて点検を実施し、倒木等の事故が発生

しないよう適切に管理を行います。 
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⑤舗装維持 

《舗装維持の目的》 
１）舗装の耐久性を確保し、舗装の構造機能を保ちます。 
２）路面の走行性を確保し、交通の安全と快適性を保ちます。 
３）舗装に起因する沿道環境の悪化を防ぎます。 

 

実施頻度 

 舗装点検において確認された箇所について変状や損傷の判定区分を基に、 

変状が著しい箇所・交通に影響が大きい箇所から優先的に補修を実施します。 

なお、良好な交通の確保が困難となる場合はその都度対応します。 

 

 

 

 

 

 

 

⑥照明維持 

《照明維持の目的》 
夜間や地下道内において、利用者に安心・安全に道路を利用していただくため 

に、ランプ切れ時におけるランプの交換を実施します。 
実施頻度 

照明維持は、ランプ切れの際に随時ランプの交換を行います。 

 灯器具等の交換にあたっては、経済的な適切な灯具を選定するとともに、消費 

電力量の変更がある場合は、遅滞なく電力供給契約の変更申請手続きを行います。 

▼事務所の施設量 

 道路照明    約４，１００灯 
 トンネル照明  約５，５００灯 
地下道照明   約１，９００灯 
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⑦道路設備点検 

 

《道路設備点検の目的》 
  道路設備（道路情報版、道路情報収集装置、トンネル非常用施設、トンネ

ル換気設備、道路排水設備等）について定期的な点検を実施し、適切に作

動するよう管理を行います。 
《実施方針》 

▼定期点検 

原則として年１回の頻度で実施します。 

▼臨時点検 

地震、落雷、火災、暴風等が発生し、施設に影響があると予想される場合に

実施します。 

 

 ▼事務所の施設量 

１）道路情報板           ６６基 

２）気象観測装置          ３２基 

  ３）ＣＣＴＶ           ２３３基  

  ４）トンネル非常用施設（消火栓） １４０基 

   ５）トンネル換気設備        １７基  

   ６）道路排水設備          ７１基 
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⑧除雪及び凍結防止剤散布 

 

《除雪及び凍結防止剤散布の目的》 
  冬期における安全で円滑な道路交通を確保し、大規模な通行止めが生じな

いよう、また、一定の旅行速度が保たれるよう、道路上の積雪を取り除く

と伴に、路面が凍結することによる、重大な交通の乱れを未然に防ぎま 
す。 

 

《実施方針》 

▼車道除雪 

原則として 5cm～10cm 程度の降雪量に達し、さらに降雪が続くことが予想

される場合に実施します。 

▼歩道除雪 

通学路や、観光施設周辺において、歩行者の通行に支障がある場合に実施し

ます。 

▼凍結防止剤散布作業 

 凍結防止剤の散布は、路面の凍結が発生し易く、その影響が大きい区間を対

象として、路面凍結が予測される場合に実施します。なお、対象区間は、路

線の重要性、気象特性、および道路条件（例えば、縦断勾配 4％以上の区間、

曲線半径 300ｍ以下の区間、橋梁部、トンネル出入り口部、局部的に日陰と

なる箇所、その他必要箇所）などを考慮して設定します。 

また、散布材料は塩化ナトリウムを基本とし、散布量は２０g／m2 程度を

目安として、対象区間の状況に応じた散布量を適宜設定します。 

▼大雪で一般交通への影響が予想される場合 

大雪時もしくは、大雪が予想される場合には、道路の状況を確認の上、早期

の除雪に出動すること等により、適時適切な除雪作業を実施します。 
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⑨修繕等事業 

１．橋梁補修  
   長寿命化修繕計画を作成し、点検・補修・データ収集を行うことで計画

的に橋の長寿命化を図ります。（事務所の施設量：１，３３５箇所） 
 《実施方針》 

１）橋梁長寿命化計画に基づき計画的に補修を実施します。 
  ２）点検等を実施し必要に応じて補修を実施します。 
  ３）なお、点検等により重大な損傷が発生した場合には、緊急的に補修な

どの対策を行います。 
２．トンネル補修 

トンネル修繕計画を作成し、点検・補修・データ収集を行う事で計画的な

補修を実施します。（事務所の施設量：３９箇所） 

  《実施方針》 

１） トンネル点検において確認された箇所の補修については、変状や損傷

の判定区分を基に、変状が著しい箇所・交通に影響が大きい箇所から

優先的に補修を実施します。 

２） トンネル点検で緊急対策が必要な損傷を発見した場合には、早急に対

策を実施します。 

 ３．防災対策 
   防災点検を実施し、防災点検結果に基づき、対策が必要と判断されたのり

面・斜面等について、計画的に実施します。 

  《実施方針》 

１）災害等により被災した場合には、応急復旧作業等を速やかに実施する

とともに、本格復旧のための補修対策を実施します。 

 ４．付属物補修（標識・照明・情報施設等） 
   点検要領に従い、点検・補修・データ収集を行う事で計画的な補修を実施

します。 

  《実施方針》 

１）付属物点検において確認された箇所の補修については、変状や損傷の

判定区分を基に、変状が著しい箇所・交通に影響が大きい箇所から優

先的に補修を実施します。 

５．小構造物補修等 

   点検結果等から損傷度合いの高いもの、損傷の進行性があるものについ

て、構造物の補修を実施します。 
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（（１１））道道路路管管理理方方針針のの周周知知・・広広報報  

 道路維持管理計画については、本局および事務所ホームページに目的、実施方針、

実施頻度をアップし、広く道路利用者、沿道住民等への周知に努めます。 
 道路利用者、沿道住民等からの要望対応等にあたり、道路維持管理計画の趣旨に

ついて十分な説明を行い、理解を求めます。 
 意見、要望等については内容を分析し、次年度以降の予算執行に反映します。 
 
 
 
 
 

４．その他 
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